










地図
番号 鎮座地

銭原

神社名

八幡大神宮

日時

10 月 15 日

行事名

秋祭り 現在は境内に提灯を立てるだけになっているが、４０年くらい前まではヒアゲの行
事がおこなわれていたという。

夏祭りと秋祭りのことをヒアゲという。神前に供え物をし、お神酒をいただく。か
つては櫓に提灯をかけたものを飾ったが、現在は行っていない。家から神社に提灯
を持って行く行事は行ったことがない。

各家から１名が提灯を持って御旅所に集まり、歩いて神社まで向かう。現在は 15
日に近い日曜日に行う。
各家から上音羽のクラブ（現上音羽自治会館）に提灯を持参して集まる。お神酒
を飲み、提灯に火を入れた後、伊勢音頭を歌いながら（現在はテープで流す）ク
ラブの庭を反時計回りに三周する。その後行列を組んで神社へ練り込み、社殿の
周りを同じく三周したあと、所定の場所に提灯を立てる。
各家から提灯を持って八所神社に集まり、提灯に火を入れた後宝池寺に向かう。
Ｈ28 年は修験道の行者が法螺貝を吹いて先導した。宝池寺に着くと、寺の奥にあ
る竜王池の周りを三周し、拝殿前に持参した提灯を立てる。その後行者による護摩
焚きが行われる。

行事概要

清阪 素戔嗚尊神社  ７月 15 日

10 月 15 日

 夏祭り（ヒアゲ）

 秋祭り（ヒアゲ）

下音羽 素戔嗚尊神社  ７月 15 日  夏祭り（ヒアゲ）

上音羽 天満宮  ７月 20 日  夏祭り（ヒアゲ）

忍頂寺 八所神社  ７月 15 日  夏祭り（ヒアゲ）

千提寺 天満宮  ７月 25 日
 祭り11 月 23 日 祭礼にはヒアゲといって宮から御旅所に提灯を灯して巡行した。

佐保 言代神社  ７月 16 日  ヒアゲ
高座神社

昔はヒアゲがあり、太鼓も出していたという。

福井 新屋坐天照御
魂神社

 ８月 16 日 献灯祭（ヒアゲ） もとは各家々が提灯に灯をともし、一の鳥居から神社に向かってのぼる行事であっ
た。近隣組織であるカブごとに所有している太鼓をたたいて神社へ上がった。現在
は各自治会で保管する提灯を、当日夕方までに境内に建てておく。午後７時頃に提
灯に火を入れ、その後神事を行う。神事終了後はマジックショーなどの催しがあり、
社務所で直会が行われる。ロウソクの火が消える９時頃に行事が終了する。

清水 春日神社  ８月 31 日 ヒアゲ 各家から一人ずつ神社に弁当を持って行き、酒を飲んで太鼓をたたいてさわいだ。
このときに稲に虫がつかないように豊年を祈る。かわらけに油を入れて火をつけて
供え、その火が消える夜の 12 時くらいまでお宮にいた。

郡 郡神社  ７月 15 日 献灯祭（ヒアゲ） 午前中に、宮司によって献灯祭の祭典が行われ、各地区の宮総代が出席する。夕方、
氏子区域の地区ごとに高張提灯や提灯を持って神社に練り込む。境内の所定の位置
に提灯を立て、ロウソクの火が消えるまで境内で過ごす。ヒアゲは田植えが終わっ
た御礼と、五穀豊穣を願う行事とされる。かつては 15 日までに干ばつ等で田植え
が終わらなかった場合、ヒアゲを延期した。

田中 天満宮  ８月 25 日 火揚祭 若衆が行う。詳細不明。
上穂積 春日神社  不明 詳細不明。ヒアゲ
中穂積 春日神社  ９月   1 日 ヒアゲ 八朔にヒアゲを行う。「御神燈」「家内安全」と書いた角提灯に灯を入れて各家から

神社に持って行く。
下穂積 春日神社  ９月   1 日 ヒアゲ 下穂積実行組合員が「御神灯」「五穀豊穣」「●●氏」「九月一日」と書いた角提灯

を持って改良区別館に集まり、行列を組んで神社に練り込む。参拝後拝殿を三周し
て帰宅する。

五十鈴町 溝咋神社  10 月 14 日 大祭 各地区から青年会が提灯を持って宮入した。宮元の馬場だけは熊野節を歌って宮入
りすることができた。

奈良 春日神社  ８月 31 日 オヒャクトウの
ヒアゲ

100 の小皿に油と灯心を入れたものに火を灯し、神前に供える。

沢良宜東 皇大神社  ４月 15 日 ヒアゲ かつては湯立て神楽を行っていた。青年団がヒアゲといって十二の提灯をつるし、
太鼓を出して子どもが叩いたという。

沢良宜西 素戔嗚尊神社  ４月 14 日 ヒアゲ ヒアゲといって夜、各家から家紋入りの提灯を持ち寄りつりさげた。
沢良宜浜 道祖神社  10 月初旬 祭り ヒアゲといって夕方に各家から提灯に灯をともしてコミヤに参り、藤棚にぶら下げ

る。
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安威 阿為神社  ５月  ４日
10 月 23 日

大祭
ウラマツリ
（湯立神事）

各組の若中が、組ごとに各地区に飾っている提灯に火を灯し、その提灯を持って神
社に行列を組んで練りこむ。拝殿前の定められた場所に提灯を飾り付け、若中の代
表者が神楽の授与を受け、全員でお神酒をいただいた後、提灯の火を消して各組へ
帰る。かつては提灯を神社へ持って行くときに熊野節に似たヒアゲ歌を歌っていた。
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